
1.研究目的
　自分の家の隣にReposというカフェがある。Repos
の看板のデザインはカフェらしくなく、「パッ」とみた感
じは美容院にみえる。夜は看板が目立たないので何
の店かわからない。以上のことから今回「パッ」とみた
感じでカフェだとわかり、LEDとソーラーパネルを使
用し省電力で電池を交換しなくても太陽光で充電で
きる看板をつくる。

2.調査と分析
　LEDの特徴
・長寿命性・・・白熱灯などの従来光源に比べて寿命
が長い
・低消費電力・・・従来の信号機70Wに対し、12Wに消
費電力量が削減されている
・小型化が可能・・・LEDには色々な形状があり、どれも
小型化、薄型化が可能で設計、デザインをする上で自
由度の高いものになる
※以上の点からLEDの省電力を活かして照明する
　白色LED発行原理
・光の三原色の赤色光、緑色光、青色光を同時に光ら
せることで白色光になる
　ソーラーパネルについて
・太陽エネルギーで電気を作り出す技術
・ソーラーパネルでの充電は天気によって変わる
1A=1000mA(LED1個20mA)
LED1個あたり　20mA
15個で　20mA×15
＝300mA＝1hで300mA
　対象となるReposの調査
・店主の話によると雨が降った日は集客力が落ちる
・夜看板が見えにくい
※以上の点からReposの看板をLEDを使用したもの
にする

3.コンセプトの立案
　Reposがすぐにカフェだとわかるようなデザインで
雨の日や夜でも客が減らない店にする。LEDとソー
ラーパネルを使用して晴れている日に充電できる省
電力な看板。

4.デザイン展開
　形はカフェだということをアピールするためにコー
ヒーカップの形にした。ロゴはReposのイメージを崩さ
ないためにフォントは同じものを使った。Reposとはフ
ランス語で「癒し」という意味なので色は茶色の木目
柄にした。サイズは実際にReposの看板を調査した時
(360×600)ぐらいにしたほうがみやすいと思った。素
材は乳白の厚さ3mmのアクリル板にした。アクリル板
は軽いし雨に濡れても大丈夫なので看板にするのは
良いと思う。作品は今回わかりやすくするためと電気
を大量に使うためモデルと光るモデルにわけた。LED
は光拡散シートや反射板などを使って少ない光で光
がたくさんあるようにみせる。ソーラーパネルはコー
ヒーカップの上面につけることによって晴れの日は太
陽光で充電することができる。

5.完成図

6.結論
 完成品は今までのReposの看板よりはカフェだとわ
かるようになったが、結局モデルと光るモデルにわけ
てしまったので看板を光らすことができなかった。
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